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5/30/2026 

作成 印刷技術懇談会 近藤 信一 

印刷技術懇談会 50 周年記念講演会 

講演② 『カラーマネジメントの多様な利用』 
     杉山 徹氏 大日本印刷株式会社 技術開発センター 主席研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講演要旨 

杉山氏の講演は、本論の最初の段階で、「色が合っている」と「綺麗な色だ」との 2 種類の知覚認識を

あげ、この 2 つを区別する必要性に言及した。そして印刷物の色の判断にはこの 2 種類の知覚が混在し

ているとの説明があった。聴講者は、まず、この点を踏まえながら、氏の講演を聴いていったのである。 

講演の骨子は以下であった。 

① 大日本印刷株式会社の紹介 

② 色が知覚される仕組み 

③ 印刷業界における色の扱いの変遷 

 アナログ処理 

 昭和の印刷画像作成のワークフロー 

 デジタル処理 

 平成の印刷画像作成のワークフロー 

 令和の印刷画像作成のワークフロー 

④ カラーマネジメントを運用するポイント 

⑤ カラーマネジメントを応用した製品 

⑥ 未来の製品・技術 

①では、大日本印刷（㈱）（以下 DNP）が本年で創業 150 周年を迎えるとのことで、「出版印刷」から

スタートして、「拡印刷」（第 2 の創業）、そして現在は「P＆I イノベ―ション」（第 3 の創業）の時代を

走っている。P＆I は Printing & Information の略で、「印刷技術」を高度化させた「情報処理」「微細加工」

「精密塗工」「後加工」のそれぞれに深化・展開していることが説明された。 

②からが本論で、まず色が知覚される仕組みの話があり、「物理的な色」「眼球内での（色の）情報処理」

「脳内での（色の）情報処理」が解説された。印刷では「難しい色」と言われる「肌色」の判断も時代と
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共に変化をしており、最近は「明るい肌色」が好まれるとのことだった。 

③は印刷業界における色の扱いの変遷についてで、昭和時代、平成時代そして令和時代と、ワークフロ

ーが変化してきた様子が示されて大変興味深かった。昭和の時代はアナログの画像作成のワークフロー

で、この令和の時代から振り返って見ると、確かにあの時代の技術は「手工業的」「熟練依存的」「属人的」

だったということが認識できた。筆者には、当時は、それなりの技術進歩の中にいたような感覚を持って

いたと記憶しているが、ワークフローが時代と共に大きく変容していることを改めて実感したのである。

令和の時代は、このフローの中に「スマホ」が組み込まれていることにも驚かされる。そして最後の工程

には、デジタル印刷機が置かれている。 

「カラーマネジメント」の考え方が出てきたのは平成の時代になってからで、その実現のために必要な

以下の 4 つの要素が示された。1）色の数値化、2）色の数値をやり取りするルール、3）数値で制御でき

る機器、4）決められた観察環境である。杉山氏は、これらの各要素をブレ―クダウンしながら説明した。

1）色の数値化のパートでは、我々にとっては耳にしたことがあった、あるいは知ってはいるはずの色の

数値化の用語の位置付けを、物体、眼、脳との関連で整理することができた。たとえば、スペクトル分光

反射率曲線、XYZ 表色系、Lab 表色系、マンセル表色系である。そして続けて、ICC プロファイルや、

Japan Color が ISO に準拠した規格であることについての言及もあった。 

④では、「色が合っている」とはどういうことを考えるパートで、個人差や加齢の影響、対比色や記憶

色の問題も絡んできて「いつでも、どこでも、誰が見ても同じ色」を作ることは不可能という結論が述べ

られた。結局、「可能な限り同じ色」とする「判断のルール」決め、そのルールに従って判断していくと

いう一種の妥協点に落ち着くことになるのである。 

⑤では、カラーマネジメントを応用した DNP のいくつかの製品が紹介された。「色が合っている」を

追求した原画の忠実複製のための製品もあれば、「忠実再現」ではなく「綺麗な色」再現を目指して市場

の支持を得た製品もあり、色に関して様々な切り口での応用展開の様子は DNP ならでと思われた。 

「色」に関する領域は広く且つ深い。そして、印刷業界に関わりのある聴講者にとっては、当然「色の

再現」は基本且つ重要なテーマのひとつと言える。今回の杉山氏の講演は、「カラーマネジメント」の考

え方や運用の方法等を、改めて整理する実に良い機会になったと思われる。 

また、印刷画像作成のワークフローの変遷は、まさに印刷業界の技術の変遷そのもので、筆者には、過

去、現在、未来という時間軸を意識させられつつ、新しい技術が生み出す連続的な推進力に対する感慨も

あった。 
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・・・・・・・・・・・・・・以下、メモ・・・・・・・・・・・ 

 杉山 徹氏のプロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大日本印刷株式会社について（DNP）  https://www.dnp.co.jp/index.html 

 本年（2026 年）創業 150 周年 
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 新中期経営計画 （2026年 3月 17日)  https://www.dnp.co.jp/ir/ir-file/pdf/info_20260317_1.pdf 

 3 つの創業 

 創業：出版忍殺 

 第二の創業：拡印刷（印刷技術の応用発展） 

 第三の創業：P＆I イノベーション（P＆I＝Printing＆Information） 

 ブランドステートメント「未来のあたりまえをつくる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DNP の強みの源泉 
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 主な製品・サービス 

 「印刷の基本工程」と「高度化された印刷技術」 

 元々は紙への印刷からスタートし、現在は様々な分野に展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色が知覚される仕組み 

 人間がどのようにして色を知覚しているか？ 

 物理的な色 

 分光反射率曲線 

 眼球内での情報処理 

 3 種の錐体（Red、Green、Blue）が反応 

 脳内での情報処理 

 複雑な演算処理を行う。 

 「言語」、「形の情報」、「経験」、「文化」「時代」等、色以外の情報も絡み合って色を判断す

る。 

 

 2 種類の知覚方法 

 「色が合っている」⇒ 目で判断している。 

 「綺麗な色だ」  ⇒ 脳で判断している。 
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 印刷物の色の判断 

 ｛色が合っている｝と「綺麗な色」という判断が混在している。 

 商品カタログの場合 

 「色が合っている」で判断 

 タレントのグラビア写真の場合 

 「綺麗な色」で判断 

 商品からログを来たタレントの写真の場合 

 服は「色が合っている」を目指す。 

 顔は「綺麗な色」を目指す。 

 

 「「肌色」の判断 

 「時代」ともに変化している。 

 最近は明るい「肌色」が好まれる傾向あり。 
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印刷業界における色の扱いの変遷 

 アナログ処理（昭和の印刷画像作成フロー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カラーマネジメント 

 平成の時代（1990 年頃）になって「カラーマネジメント」の考え方が入ってきた。 

 「カラーマッチング」と何が異なるのか 

 カラーマネジメントは、単なる「色合わせ」ではなく、数値化、制御、管理の考え方がそ

の基本にある。 

 「熟練」不要、属人的なものではない。 
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 ① 色の数値化 

 物理量 

 スペクトル分光反射率曲線 

 物理的な量を数値化 

 「（物理的に）色が合っている」を評価できる。 

 心理物理量 

 XYZ、Lab 表色系 

 人間の色知覚を数値化① 

 「（人にとって）色が合っている」を評価できる。 

 眼球内での色の情報処理 

 マンセル表色系 

 人間の色知覚を数値化② 

 「綺麗な色」評価できる。 

 脳内での色の情報処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 
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 ② 色の数値をやりとりするルール（ICC について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Japan Color 認証について 

 日本のオフセット印刷の色標準 

 ISO 12647-2 の規格に準拠し、その許容範囲で管理している。 

 日本が勝手に決めているのではない。 
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 ③数値で制御できる機器 

 カラーマネジメントの実用化に貢献した機器 

 ICC プロファイルを認識する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④観察する環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1998 年に日本印刷

学会推奨規格決定 

2020 年に色評価

用 LED 向けガイ

ドライン作成 

LED は紫外線を

全く含んでいな

い光源（それま

での色評価光源

は紫外線を含ん

でいた） 

 

 

それまでの

スキャナー

はアナログ

方式だった 
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 ISO 3664:2025 （2025 年に発行されたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成の印刷画像作成ワークフフロー 

 数値で画像を処理できる機器が揃う。 

 共通言語「ICC」の普及 

 問題点 

 購入した機器をそのまま連結させただけではうまくいかない。 

 環境整備には「専門的な知識」が必要だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

観察光源が LED にな

り、それを ISO に提

案し、それがグロー

バルスタンダードと

なった。 
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 令和の印刷画像作成ワークフロー 

 スマートフォンの時代 ⇒（大半の作業がスマホで可能になって来た） 

 刷版はなくなる 

 デジタル印刷機の登場 

 しかし「色が合っている」は当たり前にはなってはいない。 

 観察環境の違いの問題 

 色再現範囲の違いの問題（紙の上とモニターの上での色の違い） 

 「質感」までは合わせられない。 
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カラーマネジメント運用のポイント 

 どうすれば「色が合っている」を実現できるか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「色が合っている」の定義（難しい）⇒ 個人差の問題、加齢の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目の水晶体

は加齢によ

り黄色くな

る 

 

ポイント 
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 対比効果の問題（周辺の色の影響を受ける） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記憶色の問題 （過去の記憶・経験の影響を受ける） 
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 「いつ・誰が見ても同じ色」にできるか？ ⇒ 限りなく不可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 せめてできる限り同じ色にするには ⇒ 「ルール」を決める。（判断基準の数値化） 
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カラーマネジメントを応用した DNP の製品 

 複製原画 プリモアート ⇒ 「色が合っている」の追求 

 美術作品の複製、アニメや漫画の原画の複製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PrintRush（プリントラッシュ）と Ki-Re-i ⇒ （忠実な色再現ではなく）「綺麗な色」の追求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「記憶に残

っている

色」、「綺麗

な色」での

再現 

（「忠実な

色再現」で

はない） 
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 DNP カラーチャート製作サービス ⇒ 色を目視判断する道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DNP カラーコミュニケーションサービス ⇒ 色を伝えるための道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収穫時期の判定はかな

りの熟練を要する。 

人手不足の時代には必

要なツールだろう 

コンビニの店員の揚げ

物の油の劣化度合いの

判断ツール 

 

リモート校正

システム 
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 DNP カラー判定サービス ⇒ 色を（カラーチャートを使わずに）自動で判断する道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療分野 ⇒ 医師の診断をサポート(スキャナーやモニターの色の差の調整) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラーチャ

ートでの目

視判ではな

く、スマホ

で撮影して

判定するサ

ービス 

ロボットと

連動 

人手不足対

策 

AI の利用 

 

（医療分野） 

病理診断用 

医師不足対策 

遠隔地医療対策 

（将来）AI 判定 
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 （未来）生体と直結したデバイスの登場、⇒ AI の活用 

 網膜走査型ディスプレー（現在製造中止） 

 生体と直結したデバイスの登場 

 カメラで画像を撮影して、レーザで網膜上に投影（網膜がスクリーン） 

 メガネなしで（視力に関係なしで）見える。 

 もともとメガネで視力を矯正できない人向けに開発されたもの。 

 安全な脳インプラント（文献） 

 全盲の人が文字やモノのシエットを認識させることに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


